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本研究プロジェクトにおいて、我々は質量降着率が極端に小さく高温低密度で幾何学的に
厚い降着円盤（いわゆる高温降着流）の輻射特性について研究を進めている。これは定常降
着円盤モデルとして、移流優勢降着流 (Advection Dominated Accretion Flow: ADAF)や
輻射非優勢降着流 (Radiatively Inefficient Accretion Flow: RIAF) と呼ばれており、我々
の銀河中心天体 Sgr A* の理論モデルとして知られている。現在、ADAF/RAIF の非定
常降着円盤モデルとしては、輻射輸送効果を無視した磁気流体シミュレーションで再現さ
れる磁気流体降着流が対応すると考えられている。そこで我々は、磁気流体降着流の３次
元輻射輸送計算の結果得られた３次元輻射特性の研究成果について報告する。

磁気流体降着流の空間分布

磁気流体降着流は、加藤・嶺重・柴田 (2004)と加藤 (2004)の３次元磁気流体計算で得
られたデータを使用する（図１）。ブラックホール質量と密度が主なフリーパラメータで
ある。磁気流体計算で得られたガス温度から電子温度を推定する為に、ここでは電子温度
と陽子温度の比 fep ≡ Te/Tpというパラメータを新たに導入する。
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図 1: 磁気流体円盤の断面図

これは電子と陽子とのクーロン相互作用や乱流粘性加熱などによる電子加熱の結果を反
映した空間に依らないパラメータである。

輻射強度の空間分布

高質量降着率 (Ṁ ≈ 10−7 M¯ yr−1)で２温度モデル (fep = 0.25)[図２上]と低質量降着
率 (Ṁ ≈ 10−8 M¯ yr−1)で１温度モデル (fep = 1)[図２下]の輻射強度分布を比較した。
どの波長帯でも、中心部に数十シュバルツシルト半径の放射コアが見えることが分かる。
最も特徴的なのは、ミリ波帯で見える渦状腕構造である。これは、密度・温度・磁場強度
分布に現れている非軸対称構造 (m ≈ 1)を反映しており、サブミリ波帯との放射構造の違
いは、将来、VSOP2やALMAなどによる Sgr A*の観測で明らかになると期待される。
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図 2: 疑似観測イメージ（左：ミリ波帯、中：サブミリ波帯、右：赤外線帯）。カラーは放
射強度を表しており、白線は偏波の向きを表す。

輻射強度スペクトル分布
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図 3: 磁気流体降着流のスペクトル。

高質量降着率＋２温度モデルの放射スペクトル（赤線）は、Sgr A* のX線フレア時の
観測スペクトルに対応し、低質量降着率＋１温度モデルの放射スペクトル（緑線）は、Sgr
A* のX線静穏時の観測スペクトルに対応することが、本研究結果から分かった（図３）。

本研究成果をまとめた論文は、現在、投稿中である。


